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診
療

所
の

病
床

設
置

等
に
係

る
許

可
に
つ
い
て

病
院

診
療

所

開
設
許
可

（医
療
法
第
７
条
第
１
項
）

開
設
許
可

（医
療
法
第
７
条
第
１

項
）

病
床
設
置
等
の
許
可

（
医
療
法
第
７
条
第
３
項
）

指
定
都
市
の
許
可

※
指

定
都
市
以
外
は
都
道
府
県

注
：

第
4
次
分
権
一
括
法
に
お
い
て
、
都
道
府
県
か
ら

指
定
都
市
へ
権
限
を
移
譲
。

指
定
都
市
の
市
長
は
、
病
院
の
開
設
の
許
可
を
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
医
療
計
画
の

達
成
の
推
進
の
た
め
、
都
道
府
県
知
事
に
協
議
し
、

そ
の
同
意
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
地
方
自
治

法
施
行
令
第
1
7
4
条
の
3
5
で
医
療
法
を
読
み
替
え
）
。

保
健

所
設

置
市

の
許

可
※
保
健
所
設
置
市
以
外
は
都
道
府

県

都
道
府
県
の
許
可

注
：

在
宅
医
療
、
へ
き
地
、
小
児
医
療
、
周

産
期
医
療
等
、
医
療
の
提
供
の
推
進
の
た

め
に
必
要
な
診
療
所
と
し
て
医
療
計
画
に

記
載
が
あ
る
等
の
例
外
の
場
合
、
都
道
府

県
へ
の
届
出
。

都
道

府
県
知
事
が
行
う
、
診
療
所
の
病
床
設
置
等
の
許
可
（
医

療
法
第
7条

第
3項

）
に
つ
い
て
、

診
療
所
の
所
在
地
が
指
定
都
市
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
権
限
に
つ
い
て
、
指
定
都
市
の
市
長
が

行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
。

診
療

所
の
病
床
設
置
等
に
係
る
許
可
に
つ
い
て
は
、
病
院
の
開
設
許
可
等
の
権
限
移
譲
と
同
様

に
、
指
定
都
市
の
市
長
か
ら
都
道
府
県
知
事
に
協
議
し
、
同
意
を
求
め
る
こ
と
と
し
た
上
で

（
※
）
、
都

道
府
県
知
事
か
ら
指
定
都
市
の
市
長
に
権
限
を
移
譲

す
る
方

向
で
検

討
を
進

め
る
。

（
注
）

例
外
の
場
合
と
し
て
都
道
府
県
知
事
へ
の
届
出
と
し
て
い
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
指
定
都
市
の
市
長
へ
の
届
出
と
す
る
方
向
で
検
討
。

（
※
）

医
療
計
画
の
達
成
の
推
進
の
た
め
に
必
要
な
規
定
で
あ
る
た
め
、
都
道
府
県
と
の
協
議
や
同
意
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令
に

お
い
て
、
医
療
法
に
読
替
規
定
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
措
置
す
る
予
定

地
方

側
か

ら
の

提
案

事
項

現
行

制
度

1
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○
一

般
住

宅
へ

住
所

地
特

例
を

適
用

拡
大

す
る

と
、

高
齢

者
が

他
自

治
体

に
転

出
超

過
と

な
っ

て
い

る
約

６
割

の
都

道
府

県
に

お
い

て
、

負
担

増
と

な
る

お
そ

れ
が

あ
る

。
※

住
民

基
本

台
帳

の
動

き
で

は
、

2
4
都

道
府

県
に

お
い

て
6
5
歳

以
上

の
高

齢
者

が
転

出
超

過
。

※
北

海
道

、
青

森
県

、
島

根
県

、
愛

媛
県

、
愛

知
県

な
ど

で
も

6
5
歳

以
上

の
高

齢
者

が
転

出
超

過
。

○
ま

た
、

県
内

で
も

、
地

域
の

中
核

都
市

で
働

く
子

供
が

周
辺

の
町

村
部

か
ら

親
を

呼
び

寄
せ

る
な

ど
、

地
方

の
町

村
部

か
ら

地
域

の
中

核
都

市
に

移
住

す
る

場
合

に
は

、
町

村
部

の
負

担
増

と
な

っ
て

し
ま

う
。

○
過

去
の

住
所

地
の

保
険

者
が

按
分

し
て

負
担

す
る

仕
組

み
を

構
築

し
た

ら
ど

う
か

と
い

う
提

案
が

あ
る

が
、

最
初

の
住

所
地

市
町

村
か

ら
転

出
後

の
住

民
の

転
入

出
の

状
況

を
ず

っ
と

追
い

続
け

る
仕

組
み

を
全

市
町

村
で

構
築

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
り

、
市

町
村

の
業

務
に

過
度

な
負

担
と

混
乱

が
生

じ
る

こ
と

と
な

る
。

⇒
住

所
地

特
例

は
、

介
護

保
険

制
度

上
極

め
て

例
外

的
な

措
置

で
あ

り
、

住
宅

ま
で

制
度

を
拡

大
す

る
こ

と
は

自
治

体
の

責
任

の
押

し
付

け
合

い
と

な
り

、
か

え
っ

て
介

護
保

険
制

度
の

安
定

性
を

揺
る

が
せ

る
お

そ
れ

が
あ

る
た

め
、

住
所

地
特

例
の

適
用

拡
大

は
困

難
で

あ
る

。

○
ご

意
見

の
真

意
は

、
高

齢
者

の
移

住
先

自
治

体
の

保
険

財
政

を
安

定
化

さ
せ

る
こ

と
に

あ
る

。

○
介

護
保

険
で

は
、

公
費

負
担

や
4
0
～

6
4
歳

の
若

者
世

代
の

2
号

保
険

料
に

よ
る

負
担

が
保

障
さ

れ
て

お
り

、
さ

ら
に

１
号

保
険

料
の

負
担

が
増

加
し

な
い

よ
う

、
調

整
交

付
金

に
よ

り
市

町
村

間
で

の
7
5
歳

以
上

の
加

入
割

合
と

所
得

の
差

を
全

国
調

整
し

て
い

る
。

○
こ

の
た

め
、

高
齢

者
が

移
住

す
る

自
治

体
を

支
援

す
る

観
点

か
ら

、
特

に
年

齢
が

高
い

高
齢

者
が

多
い

自
治

体
に

よ
り

き
め

細
か

く
配

分
で

き
る

よ
う

、
現

行
の

調
整

交
付

金
の

配
分

効
果

を
検

証
し

つ
つ

、
次

期
制

度
改

正
に

向
け

調
整

交
付

金
の

配
分

方
法

を
見

直
す

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

。

１
．
一
般
住
宅
へ
の
住
所
地
特
例
適
用
拡
大
・
移

住
前
の
居
住
期
間
に
応
じ
た

介
護
費
用
の
按
分
に
つ
い

て

○
介

護
保

険
制

度
に

お
け

る
住

所
地

特
例

制
度

の
適

用
対

象
に

一
旦

出
身

地
等

に
住

宅
を

定
め

た
後

に
施

設
入

所
や

在
宅

サ
ー

ビ
ス

が
必

要
に

な
っ

た
場

合
等

も
含

め
る

こ
と

。

○
介

護
が

必
要

に
な

っ
た

場
合

に
、

移
住

前
自

治
体

に
お

け
る

居
住

期
間

に
応

じ
て

介
護

保
険

の
住

所
地

特
例

制
度

の
対

象
と

す
る

な
ど

、
介

護
費

用
を

移
住

前
の

自
治

体
が

負
担

す
る

制
度

的
な

仕
組

み
を

講
じ

る
こ

と
。

提
案

の
概

要

厚
生

労
働

省
と

し
て

の
考

え
方

1

2
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○
介

護
保

険
に

お
い

て
は

、
地

域
保

険
の

考
え

方
か

ら
、

住
民

票
の

あ
る

市
町

村
が

保
険

者
と

な
る

の
が

原
則

。
○

そ
の

原
則

の
み

だ
と

介
護

保
険

施
設

等
の

所
在

す
る

市
町

村
に

給
付

費
の

負
担

が
偏

っ
て

し
ま

う
こ

と
か

ら
、

施
設

等
の

整
備

が
円

滑
に

進
ま

な
い

お
そ

れ
が

あ
る

。
○

こ
の

た
め

、
特

例
と

し
て

、
施

設
に

入
所

す
る

場
合

に
は

、
住

民
票

を
移

し
て

も
、

移
す

前
の

市
町

村
が

引
き

続
き

保
険

者
と

な
る

仕
組

み
（
住

所
地

特
例

）
を

設
け

て
い

る
。

＜
現
在
の
対
象
施
設
等
＞

(1
)
介
護
保
険
３
施
設

(2
)
特
定
施
設
（
地
域
密
着
型
特
定
施
設
を
除
く
。
）

・
有
料
⽼
⼈
ホ
ー
ム

・
軽
費
⽼
⼈
ホ
ー
ム

(3
)
養
護
⽼
⼈
ホ
ー
ム

住
所

Ｂ
市

住
⺠
税
、
⾏
政
サ
ー
ビ
ス
、
選
挙
権

Ｂ
市

介
護
保
険
の
保
険
者

Ａ
市

介
護
保
険
料
、
保
険
給
付

Ａ
市

＜
制
度
概
要
＞

Ｂ
市

Ａ
市

①
⼊
所

住
⺠

有
料
⽼
⼈
ホ
ー
ム

（
サ
⾼
住
含
む
）

特
養
な
ど

⼀
般
住
宅

施
設
サ
ー
ビ
ス

②
費
⽤
請
求

⾃
宅

（
参
考
）

有
料
⽼
⼈
ホ
ー
ム
：
住
ま
い
と
⾷
事
や
⽣
活
⽀
援
サ
ー
ビ
ス
を
⼀
体
で
提
供
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
も
同
⼀
事
業
者
が
提
供
す
る
場
合
が
多
い
。

サ
ー
ビ
ス
付
き
⾼
齢
者
向
け
住
宅
：
「
安
否
確
認
」
や
「
⽣
活
相
談
」
の
提
供
が
必
須
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
は
外
部
の
事
業
者
が
提
供
す
る
。

（
参
考
資
料
１
）
介
護
保
険
の
住
所
地
特
例
に
つ
い
て

2

3



○
住

所
地

特
例

の
一

般
住

宅
等

へ
の

拡
大

は
、

そ
の

住
宅

に
居

住
す

る
住

民
に

係
る

費
用

負
担

を
、

移
住

前
の

他
の

自
治

体
に

転
嫁

す
る

こ
と

を
意

味
し

て
い

る
。

住
所

地
特

例
拡

大
の

意
味

（
参
考
資
料
２
）
高
齢
移
住
者
に
係
る
一
般
住
宅
へ
の
住
所
地
特
例
拡
大
の
ご
意
見
に
つ
い
て

Ｂ
市

（
地
⽅
）

Ａ
市

（
都
市
）

①
移
住

有
料
⽼
⼈
ホ
ー
ム

（
サ
⾼
住
含
む
）

特
養
な
ど

⼀
般
住
宅

施
設
サ
ー
ビ
ス

③
費
⽤
請
求

⾃
宅

②
⼊
所

③
費
⽤
請
求

【
提
案
の
イ
メ
ー
ジ
】

更
に

、
移

住
前

自
治

体
が

複
数

あ
る

場
合

に
居

住
期

間
に

応
じ

て
按

分
し

て
は

ど
う

か
と

い
う

提
示

の
イ

メ
ー

ジ 別
の

⾃
治
体

⾃
宅

費
⽤
を
按
分

移
住

3

4



（
参
考
資

料
３
）
都
道
府
県
別
転
入
・
転
出
超
過
の
市
町
村
数

○
全

国
の

６
割

弱
の

市
町

村
が
65

歳
以

上
に

つ
い

て
転

出
超

過
と

な
っ

て
い

る
。

資
料
：
住
民
基
本

台
帳

人
口

移
動

報
告

平
成
2
6
年

結
果

4

5



（
参
考

資
料
４
）
65
歳
以
上
の
都
道
府
県
別
転
入
超
過
数

青
：
転

入
超

過
赤

：
転

出
超

過

○
65

歳
以

上
の

転
出

超
過

都
道

府
県

は
２

４
都

道
府

県
あ

り
、

三
大

都
市

圏
以

外
に

も
相

当
程

度
あ

る
。

（
人

）

資
料

：
住
民

基
本

台
帳

人
口

移
動

報
告

平
成
2
6
年

結
果

5

6



（
参
考
資
料
５
）
Ａ
県
に
お
け
る
65
歳
以
上
の
県
内
転
入
超
過
数

○
県

内
で

も
、

市
部

と
郡

部
で

転
入

・
転

出
の

い
ず

れ
が

超
過

し
て

い
る

か
分

か
れ

て
い

る
。

○
市

部
に

お
い

て
は

、
県

庁
所

在
市

に
転

入
が

集
中

し
て

い
る

一
方

、
郡

部
に

お
い

て
は

、
転

入
超

過
と

転
出

超
過

の
自

治
体

が
そ

れ
ぞ

れ
存

在
し

て
い

る
と

い
う

特
徴

も
あ

る
。

出
典

：
住

民
基

本
台

帳
人

口
移

動
報

告
平

成
２

６
年

結
果

転
入

超
過

自
治

体
1
2

転
出

超
過

自
治

体
2
0

6

6
5
歳

以
上

合
計

市
部

6
9

郡
部

-
6 J

郡
-
9

K
郡

3

L
郡

-
6

M
郡

-
1
8

N
郡

-
2
8

O
郡

6
4

P
郡

-
2
0

Q
郡

8

市
部

の
詳

細
郡

部
の

詳
細

市
部

と
郡

部
の

比
較

（
参

考
）
A県

内
の

転
入

・
転

出
超

過
自

治
体

数

Ｂ
市

（
県

庁
所

在
市

）
1
1
5

Ｃ
市

-
2

Ｄ
市

-
9

Ｅ
市

2

Ｆ
市

1
7

Ｇ
市

9

Ｈ
市

-
1
1

Ｉ市
-
5
2

（
人

）

（
人

）
（
人

）

7



・
第
1号

被
保
険
者
に
占
め
る
75
歳
以
上
の

⾼
齢
者
の
割
合
、
所
得
段
階
別
の
割
合
等

に
応
じ
て
調
整
交
付

第
1号

保
険

料
【

65
歳
以
上
】

22
％

（
2.

1兆
円

）

国
庫

負
担

金
【

調
整

交
付

金
】

5％
（

0.
5兆

円
）

国
庫

負
担

金
【

定
率

分
】

20
％

（
1.

7兆
円

）

都
道

府
県

負
担

金
12

.5
％

（
1.

4兆
円

）

・
第

2号
保
険
料
の
公
費
負
担
（

0.
6兆
円
）

協
会
け
ん
ぽ
（
国
：

0.
1兆
円

16
.4

%
）

国
保
（
国
：

0.
4兆
円

都
道
府
県
：

0.
1兆
円
）

・
第

1号
・
第

2号
保
険
料
の
割
合
は
、

介
護
保
険
事
業
計
画
期
間
（

3年
）

ご
と
に
、
⼈
⼝
で
按
分

（
27

年
度
予
算

介
護
給
付
費
：

9.
4兆

円
）

総
費
用
ベ
ー
ス
：

10
.1
兆
円

・
施
設
の
給
付
費
の
負
担
割
合

国
庫
負
担
⾦
（
定
率
分
）
15
％

都
道
府
県
負
担
⾦
17
.5
％

市
町

村
負

担
金

12
.5
％

（
1.

2兆
円

）

第
2号

保
険

料
【

40
〜

64
歳
】

28
％

（
2.

6兆
円

）

公
費

50
％

保
険
料

50
％

平
成

２
７

年
度

か
ら

保
険

料
の

低
所

得
者

軽
減

強
化

に
別

枠
公

費
負

担
の

充
当

を
行

い
、

こ
の

部
分

が
公

費
（
国

・
都

道
府

県
・
市

町
村

）
と

な
る

7
※

数
値

は
端

数
処

理
を

し
て

い
る

た
め

、
合

計
が

一
致

し
な

い
場

合
が

あ
る

。

（
参
考
資
料
６
）
介
護
保
険
の
財
源
構
成
と
規
模

8



要
介

護
認

定
率

に
約

７
．

２
倍

の
差

（
※

）
調

整
交

付
金

の
計

算
方

法
各

市
町

村
の

普
通

調
整

交
付

金
の

交
付

額
＝

当
該

市
町

村
の

標
準

給
付

費
額

×
普

通
調

整
交

付
金

の
交

付
割

合
（
％

）

普
通

調
整

交
付

金
の

交
付

割
合

（
％

）
＝

２
７

％
－

（
２

２
％

×
後

期
高

齢
者

加
入

割
合

補
正

係
数

×
所

得
段

階
別

加
入

割
合

補
正

係
数

）

国
庫

負
担

金

20
%

都
道

府
県

負
担

12
.5

%
市

町
村

負
担

12
.5

%

第
２

号
保

険
料

29
%

調
整

交
付

金
平

均
5%

１
．

後
期

高
齢

者
と

前
期

高
齢

者
の

比
率

の
違

い

・
前

期
高

齢
者

（
６

５
歳

～
７

４
歳

）
：
認

定
率

約
４

．
４

％

・
後

期
高

齢
者

（
７

５
歳

以
上

）
：
認

定
率

約
３

１
．

７
％

後
期

高
齢

者
の

構
成

割
合

が
大

き
い

市
町

村
→

保
険

給
付

費
が

増
大

→
調

整
し

な
け

れ
ば

、
保

険
料

が
高

く
な

る

２
．

被
保

険
者

の
所

得
水

準
の

違
い

所
得

の
高

い
高

齢
者

が
相

対
的

に
多

い
市

町
村

→
調

整
し

な
け

れ
ば

、
同

じ
所

得
で

も
、

保
険

料
は

低
く
て

す
む

所
得

の
低

い
高

齢
者

が
相

対
的

に
多

い
市

町
村

→
調

整
し

な
け

れ
ば

、
同

じ
所

得
で

も
、

保
険

料
は

高
く
な

る

【
調

整
交

付
金

の
役

割
】

・
保

険
者

の
給

付
水

準
が

同
じ

で
あ

り
、

・
収

入
が

同
じ

被
保

険
者

で
あ

れ
ば

、
保

険
料

負
担

額
が

同
一

と
な

る
よ

う
調

整
す

る
も

の
。

後
期
高
齢
者
(7
5歳

以
上
)が

多
い

保
険
者

低
所
得
の
高
齢
者
が
多
い
保
険
者

A町

第 １ 号 保 険 料

調
整

交
付

金
の

財
政

調
整

の
例

第 １ 号 保 険 料

後
期
高
齢
者
が
少
な
い
保
険
者

低
所
得
の
高
齢
者
が
少
な
い
保
険
者

B市

調
整

交
付

金
な

し

「
後

期
高

齢
者

比
率

が
高

い
こ

と
に

よ
る

給
付

増
」
と

、
「
被

保
険

者
の

所
得

水
準

が
低

い
こ

と
に

よ
る

収
入

減
」
を

、
国

庫
負

担
金

２
５

％
の

う
ち

５
％

分
を

用
い

て
財

政
調

整
。

市
町

村
間

の
財

政
力

の
差

を
解

消
。

第
1号

保
険

料
平

均
22
%

8

28
%

調
整

交
付

金
が
5%

で
あ

れ
ば

、
11
,2
00

円

実
際

は
6,
20
0円

調
整

交
付

金
を

多
く

（
14
.5
%

）
支

給

調
整

交
付

金
5%

が
出

れ
ば

、
4,
05
0円

実
際

は
、
4,
95
0円

（
参
考
資
料
７
）
調
整
交
付
金
に
よ
る
財
政
調
整

9



○
首

都
圏

に
住

む
出

身
地

に
ゆ

か
り

の
あ

る
高

齢
者

が
、

サ
ー

ビ
ス

付
き

高
齢

者
向

け
住

宅
に

登
録

さ
れ

た

空
き

家
等

へ
里

帰
り

す
る

場
合

に
、

必
須

サ
ー

ビ
ス

（
安

否
確

認
・
生

活
相

談
）
の

み
の

場
合

も
住

所
地

特
例

制
度

の
対

象
と

す
る

こ
と

。

２
．

必
須
サ
ー
ビ
ス
の
み
の
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
住
宅
へ
の
住
所
地
特
例

適
用
拡
大
に
つ
い
て

提
案

の
概

要

○
必

須
サ

ー
ビ

ス
の

み
を

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

付
き

高
齢

者
向

け
住

宅
は

、
介

護
、

食
事

の
提

供
な

ど
を

し
て

い

な
い

た
め

に
、

有
料

老
人

ホ
ー

ム
に

は
該

当
し

な
い

。
そ

う
な

る
と

、
一

般
の

賃
貸

住
宅

と
同

じ
性

質
の

も
の

で

あ
る

こ
と

か
ら

、
特

定
の

市
町

村
へ

の
負

担
の

偏
り

を
是

正
す

る
住

所
地

特
例

に
は

な
じ

ま
な

い
と

考
え

る
。

○
一

般
住

宅
へ

住
所

地
特

例
を

拡
大

す
る

こ
と

は
、

現
在

、
高

齢
者

が
他

自
治

体
に

転
出

超
過

と
な

っ
て

い
る

約
６

割
の

都
道

府
県

や
、

都
道

府
県

内
で

転
出

超
過

と
な

っ
て

い
る

市
町

村
に

お
い

て
、

さ
ら

な
る

負
担

増
を

招
く

お
そ

れ
が

あ
る

。

○
住

宅
ま

で
制

度
を

拡
大

す
る

こ
と

は
自

治
体

の
責

任
の

押
し

付
け

合
い

と
な

り
、

か
え

っ
て

介
護

保
険

制
度

の

安
定

性
を

揺
る

が
せ

る
お

そ
れ

が
あ

る
た

め
、

住
所

地
特

例
の

適
用

拡
大

は
困

難
で

あ
る

。

厚
生

労
働

省
と

し
て

の
考

え
方

9
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有
料

老
人

ホ
ー

ム
に

該
当

す
る

サ
ー

ビ
ス

付
き

高
齢

者
向

け
住

宅

○
サ

ー
ビ

ス
付

き
高

齢
者

向
け

住
宅

の
事

業
者

が
、

有
料

老
人

ホ
ー

ム
の

要
件

と
な

っ
て

い
る

「
①

食
事

の
提

供
」
「
②

介
護

の
提

供
」
「
③

家
事

の

供
与

」
「
④

健
康

管
理

の
供

与
」
の

い
ず

れ
か

を
「
住

宅
事

業
の

一
部

と
し

て
」
実

施
し

て
い

る
場

合
、

そ
の

サ
ー

ビ
ス

付
き

高
齢

者
向

け
住

宅
は

「
有

料
老

人
ホ

ー
ム

」
に

該
当

す
る

こ
と

と
な

る
。

○
住

宅
事

業
者

の
希

望
の

有
無

に
か

か
わ

ら
ず

、
上

記
４

サ
ー

ビ
ス

の
ど

れ
か

一
つ

で
も

提
供

し
て

い
れ

ば
、

そ
の

住
宅

は
有

料
老

人
ホ

ー
ム

と
な

り
、

老
人

福
祉

法
の

指
導

監
督

の
対

象
と

な
る

。

健
康

管
理

任
意

サ
ー

ビ
ス

（
有

料
老

人
ホ

ー
ム

サ
ー

ビ
ス

）

有
料

老
人

ホ
ー

ム
に

該
当

し
な

い
サ

ー
ビ

ス
付

き
高

齢
者

向
け

住
宅

サ
ー

ビ
ス

付
き

高
齢

者
向

け
住

宅
と

し
て

の
義

務
付

け
サ

ー
ビ

ス

提
供

す
る

提
供

し
な

い

状
況

把
握

・
生

活
相

談
サ

ー
ビ

ス
10
0%

―

食
事

の
提

供
サ

ー
ビ

ス
94

.7
%

5.
3%

入
浴

等
の

介
護

サ
ー

ビ
ス

47
.3
%

52
.7
%

調
理

等
の

家
事

サ
ー

ビ
ス

50
.4
%

49
.6
%

健
康

の
維

持
増

進
サ

ー
ビ

ス
59
.5
%

40
.5
%

老
人

福
祉

法
の

指
導

監
督

対
象

実
際

の
登

録
情

報
（
H

26
.3

末
時

点
）

※
併

設
施

設
等

か
ら

サ
ー

ビ
ス

が
提

供
さ

れ
て

い
る

ケ
ー

ス
が

含
ま

れ
て

い
る

場
合

が
あ

る
。

食
事

の
提

供
生

活
相

談
安

否
確

認
家

事
の

供
与

介
護

の
提

供

（
参
考
資
料
８
）
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
該
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅

10

11



有
料

老
人

ホ
ー

ム
と

の
均

衡
を

踏
ま

え
、

サ
ー

ビ
ス

付
き

高
齢

者
向

け
住

宅
の

う
ち

、
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

状
況

が
有

料
老

人
ホ

ー
ム

に
該

当
す

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
住

所
地

特
例

を
平

成
2
7
年

４
月

か
ら

適
用

し
て

い
る

。

介
護

、
食

事
の

提
供

、
洗

濯
、

掃
除

等
の

家
事

、
健

康
管

理
の

少
な

く
と

も
い

ず
れ

か
を

提
供

安
否

確
認

、
生

活
相

談
サ

ー
ビ

ス
の

み
を

提
供

※
サ

付
き

住
宅

の
94

％
は

食
事

提
供

あ
り

（
参
考
資
料
９
）
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
と
住
所
地
特
例

有
料

老
人

ホ
ー

ム
に

該
当

サ
ー

ビ
ス

付
き

高
齢

者
向

け
住

宅

有
料

老
人

ホ
ー

ム
に

該
当

し
な

い
（
食

事
提

供
等

が
な

い
）

住
所

地
特

例
の

対
象

対
象

外

11
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○
障

害
者

支
援

施
設

等
の

介
護

保
険

適
用

除
外

施
設

を
退

所
し

、
介

護
保

険
施

設
等

に
入

所
し

た
場

合
に

、

現
行

で
は

当
該

適
用

除
外

施
設

の
所

在
市

町
村

が
保

険
者

と
な

る
が

、
当

該
適

用
除

外
施

設
入

所
前

の
住

所

地
市

町
村

を
保

険
者

と
す

る
よ

う
住

所
地

特
例

を
見

直
す

こ
と

。

３
．
適
用
除
外
施
設
へ
の
住
所
地
特
例
の
適
用
対
象
の
拡
大
に
つ
い
て

提
案

の
概

要

○
住

所
地

特
例

で
は

、
介

護
保

険
施

設
等

入
所

後
も

引
き

続
き

高
齢

者
が

介
護

保
険

施
設

等
に

入
所

す
る

前
の

自
治

体
に

お
い

て
、

介
護

保
険

の
第

一
号

被
保

険
者

と
し

て
取

り
扱

う
こ

と
と

な
っ

て
い

る
。

一
方

、
適

用
除

外

施
設

の
場

合
は

、
障

害
者

の
施

設
に

は
若

年
か

ら
入

所
し

て
お

り
、

介
護

保
険

の
被

保
険

者
資

格
を

持
っ

た
こ

と

が
な

い
方

の
ケ

ー
ス

も
多

く
あ

り
、

住
所

地
特

例
の

仕
組

み
が

な
じ

む
か

ど
う

か
と

い
っ

た
課

題
が

あ
る

。

○
適

用
除

外
施

設
退

所
者

の
介

護
保

険
施

設
入

所
に

か
か

る
課

題
に

つ
い

て
は

、
今

後
入

退
所

者
の

状
況

等

を
含

め
て

実
態

調
査

を
予

定
し

て
お

り
、

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

て
ど

の
よ

う
な

対
応

が
可

能
か

否
か

も
含

め
て

検
討

す
る

。

厚
生

労
働

省
と

し
て

の
考

え
方

12
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（
参
考
資
料
1
0
）
住
所
地
特
例
と
適
用
除
外
施
設
の

関
係
（
現
状
）

Ａ
市

Ｂ
市

（
介

護
保

険
施

設
）

Ｃ
市

（
介

護
保

険
施

設
）

Ａ
市

か
ら

Ｂ
市

に
あ

る
適

用
除

外
施

設
に

入
所

し
た

者
が

退
所

し
、

Ｃ
市

に
あ

る
介

護
保

険
施

設
に

入
所

す
る

場
合

、
適

用
関

係
は

以
下

の
よ

う
に

な
る

。

Ａ
市

が
保

険
者

と
な

り
、

介
護

給
付

費
は

Ａ
市

が
負

担
（
住

所
地

特
例

）

被
保

険
者

（
保

険
者

は
Ａ

市
）

被
保

険
者

（
保

険
者

は
Ｂ

市
）

被
保

険
者

で
な

い

Ａ
市

Ｂ
市

（
適

用
除

外
施

設
）

Ｃ
市

（
介

護
保

険
施

設
）

被
保

険
者

（
保

険
者

は
Ａ

市
）

Ｂ
市

が
保

険
者

と
な

り
、

介
護

給
付

費
は

Ｂ
市

が
負

担
（
住

所
地

特
例

）

Ａ
市

か
ら

Ｂ
市

に
あ

る
介

護
保

険
施

設
に

入
所

し
た

者
が

退
所

し
、

Ｃ
市

に
あ

る
介

護
保

険
施

設
に

入
所

す
る

場
合

、
適

用
関

係
は

以
下

の
よ

う
に

な
る

。

適
用

除
外

施
設

に
入

所
・
入

院
し

て
い

る
者

は
、

介
護

保
険

施
設

と
同

等
若

し
く
は

そ
れ

以
上

の
水

準
の

介
護

サ
ー

ビ
ス

が
提

供
さ

れ
て

い
る

こ
と

、
入

所
者

の
入

所
期

間
が

長
期

に
渡

る
実

態
が

あ
り

、
将

来
的

に
も

介
護

保
険

の
給

付
を

受
け

る
可

能
性

が
低

い
こ

と
、

４
０

歳
以

上
の

者
が

一
定

程
度

入
所

し
て

い
る

実
態

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

当
分

の
間

、
介

護
保

険
の

被
保

険
者

と
し

な
い

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

。

○
適

用
除

外
施

設
退

所
後

の
適

用
関

係
の

検
討

に
当

た
っ

て
は

、
例

え
ば

適
用

除
外

施
設

入
所

時
が

若
年

の
た

め
、

A市
で

介
護

保
険

の
被

保
険

者
資

格
を

持
た

な
い

ケ
ー

ス
が

あ
り

、
そ

の
よ

う
な

場
合

に
ま

で
A市

が
介

護
保

険
施

設
入

所
後

の
介

護
費

用
を

負
担

す
べ

き
か

ど
う

か
な

ど
と

い
っ

た
課

題
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

。

※
A市

で
被

保
険

者
資

格
を

持
た

な
い

場
合

も
あ

る

13
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（
参
考
資
料
11
）
介
護
保
険
適
用
除
外
施
設

○
介

護
保

険
適

用
除

外
施

設

①
児

童
福

祉
法

に
規

定
す

る
医

療
型

障
害

児
入

所
施

設
（
２

２
７

件
）

②
児

童
福

祉
法

に
規

定
す

る
厚

生
労

働
大

臣
が

指
定

す
る

医
療

機
関

（
当

該
指

定
に

係
る

治
療

等
を

行
う

病
床

に
限

る
。

）
（
８

２
件

）

③
独

立
行

政
法

人
国

立
重

度
知

的
障

害
者

総
合

施
設

の
ぞ

み
の

園
法

の
規

定
に

よ
り

独
立

行
政

法
人

国
立

重
度

知
的

障
害

者
総

合
施

設
の

ぞ
み

の
園

が
設

置
す

る
施

設
（
１

件
）

④
国

立
及

び
国

立
以

外
の

ハ
ン

セ
ン

病
療

養
所

（
１

４
件

）

⑤
生

活
保

護
法

に
規

定
す

る
救

護
施

設
（
１

８
８

件
）

⑥
労

働
者

災
害

補
償

保
険

法
に

規
定

す
る

被
災

労
働

者
の

受
け

る
介

護
の

援
護

を
図

る
た

め
に

必
要

な
事

業
に

係
る

施
設

（
同

法
に

基
づ

く
年

金
た

る
保

険
給

付
を

受
給

し
て

お
り

、
か

つ
、

居
宅

に
お

い
て

介
護

を
受

け
る

こ
と

が
困

難
な

者
を

入
所

さ
せ

、
当

該
者

に
対

し
必

要
な

介
護

を
提

供
す

る
も

の
に

限
る

。
）
（
８

件
）

⑦
障

害
者

支
援

施
設

（
生

活
介

護
を

行
う

も
の

で
あ

っ
て

、
身

体
障

害
者

福
祉

法
の

規
定

に
よ

り
入

所
し

て
い

る
身

体
障

害
者

又
は

知
的

障
害

者
福

祉
法

の
規

定
に

よ
り

入
所

し
て

い
る

知
的

障
害

者
に

係
る

も
の

に
限

る
。

）
（
２

，
６

１
２

件
※

⑧
の

施
設

数
も

含
む

）

⑧
障

害
者

総
合

支
援

法
に

規
定

す
る

指
定

障
害

者
支

援
施

設
（
支

給
決

定
（
生

活
介

護
及

び
施

設
入

所
支

援
に

係
る

も
の

に
限

る
。

）
を

受
け

て
入

所
し

て
い

る
身

体
障

害
者

、
知

的
障

害
者

及
び

精
神

障
害

者
に

係
る

も
の

に
限

る
。

）

⑨
障

害
者

総
合

支
援

法
に

規
定

す
る

指
定

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
で

あ
る

病
院

（
療

養
介

護
を

行
う

も
の

に
限

る
。

）
（
２

２
７

件
）

原
則

6
5
歳

以
上

の
高

齢
者

に
つ

い
て

は
、

介
護

保
険

の
被

保
険

者
と

な
る

が
、

特
定

の
施

設
（
適

用
除

外
施

設
）

に
入

所
・
入

院
し

て
い

る
者

は
介

護
保

険
の

被
保

険
者

と
し

な
い

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

（
介

護
保

険
法

施
行

法
第

1
1
条

、
介

護
保

険
法

施
行

規
則

第
1
7
0
条

）
。
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○
現

在
都

道
府

県
で

行
っ

て
い

る
介

護
支

援
専

門
員

の
業

務
に

係
る

指
導

監
査

事
務

を
、

指
定

都
市

及
び

中
核

市
に

移

譲
し

、
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

に
係

る
指

導
監

査
と

一
体

的
に

行
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

介
護

支
援

専
門

員
業

務
に

係
る

指
導

監
査

事
務

の
都

道
府

県
か

ら
指

定
都

市
・

中
核

市
へ

の
移

譲
に

つ
い

て

提
案

の
概

要

○
介

護
保

険
法

に
お

い
て

、
有

資
格

者
で

あ
る

「
介

護
支

援
専

門
員

」
と

「
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
者

」
に

対
す

る

指
導

監
査

を
合

理
的

に
行

う
た

め
、

そ
れ

ぞ
れ

に
対

す
る

指
導

権
限

を
分

け
て

規
定

し
て

い
る

。

○
現

在
、

都
道

府
県

に
お

い
て

は
、

有
資

格
者

と
し

て
の

介
護

支
援

専
門

員
の

業
務

の
適

正
な

遂
行

を
確

保
す

る
た

め

に
、

『
介

護
支

援
専

門
員

の
実

務
研

修
受

講
試

験
、

実
務

研
修

、
登

録
、

介
護

支
援

専
門

員
証

の
交

付
、

介
護

支
援

専

門
員

証
の

更
新

』
と

『
介

護
保

険
法

第
６

９
条

の
３

８
に

規
定

す
る

介
護

支
援

専
門

員
に

対
す

る
指

導
監

査
等

業
務

』

を
一

貫
し

て
行

っ
て

い
る

。

○
上

記
の

介
護

支
援

専
門

員
の

登
録

業
務

等
と

指
導

監
査

事
務

は
表

裏
一

体
の

関
係

で
あ

る
と

考
え

て
お

り
、

こ
れ

ら

の
事

務
を

別
の

も
の

と
し

、
試

験
、

研
修

、
登

録
等

の
業

務
を

行
わ

ず
に

介
護

支
援

専
門

員
に

対
す

る
指

導
監

査
の

み

を
行

う
こ

と
は

、
介

護
支

援
専

門
員

の
業

務
の

適
正

な
遂

行
の

確
保

が
困

難
に

な
る

も
の

と
考

え
て

い
る

。

○
一

方
、

指
定

都
市

及
び

中
核

市
は

、
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

に
対

す
る

報
告

、
書

類
提

出
、

出
頭

、
質

問
、

立

入
り

検
査

、
勧

告
、

命
令

、
指

定
取

消
な

ど
の

指
導

権
限

を
有

し
て

お
り

、
そ

の
一

環
と

し
て

指
定

居
宅

介
護

支
援

事

業
所

の
従

業
者

に
対

し
て

出
頭

を
求

め
、

質
問

す
る

こ
と

が
で

き
る

規
定

を
設

け
て

お
り

、
現

行
規

定
に

お
い

て
も

介

護
支

援
専

門
員

へ
適

切
に

指
導

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

厚
生

労
働

省
と

し
て

の
考

え
方

1
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都
道

府
県

、
指

定
都

市
、

中
核

市
の

指
導

権
限

等
に

つ
い

て

2

○
都
道
府
県

「
介
護
⽀
援
専
⾨
員
」
に
対
す
る
指
導
権
限
及
び
研
修
・
登
録
等
の
業
務

○
都
道
府
県
、
指
定
都
市
、
中
核
市

「
指
定
居
宅
介
護
⽀
援
事
業
者
」
に
対
す
る
指
導
権
限

一
定

の
実

務
経

験
を

有
す

る
者

介
護

支
援

専
門

員
実

務
研

修
受

講
試

験
の

実
施

介
護

支
援

専
門

員
実

務
研

修
の

実
施

介
護

支
援

専
門

員
と

し
て

登
録

（
登

録
情

報
は

随
時

更
新

）

介
護

支
援

専
門

員
証

の
交

付

介
護

支
援

専
門

員
と

し
て

業
務

に
従

事

介
護

支
援

専
門

員
を

対
象

と
し

た
法

定
研

修
の

実
施

介
護

支
援

専
門

員
証

の
更

新

※
介

護
保

険
法

第
69

条
の
8

介 護 支 援 専 門 員 業 務 に 係 る 指 導 監 査 （ 介 護 保 険 法 第 69 条 の 38 ）

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者

○
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
者

の
指

定
（
介

護
保

険
法

第
79

条
）

○
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
者

に
対

す
る

報
告

、
書

類
提

出
、

出
頭

、
質

問
、

立
入

り
検

査
の

指
導

権
限

（
介

護
保

険
法

第
83

条
）

※
事

業
所

の
従

事
者

（
介

護
支

援
専

門
員

）
に

対
し

て
も

指
導

で
き

る
。

○
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
者

に
対

す
る

勧
告

、
命

令
、

指
定

取
消

等
の

指
導

権
限

（
介

護
保

険
法

第
83

条
の
2及

び
第
84

条
）

都
道

府
県

、
指

定
都

市
、

中
核

市

※
介

護
保

険
法

第
69

条
の
2第

1項

※
介

護
保

険
法

第
69

条
の
2第

1項

※
介

護
保

険
法

第
69

条
の
2

※
介

護
保

険
法

第
69

条
の
7

※
介

護
保

険
法

第
69

条
の
7第

2項
等

※
更

新
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「
介

護
支

援
専

門
員

」
に

対
す

る
指

導
権

限
及

び
研

修
・

登
録

等
の

業
務

に
つ

い
て

◎
介
護
保
険
法
（
抄
）

第
一
章

総
則

（
定
義
）

第
７
条

５
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
介
護
支
援
専
門
員
」
と
は
、
要
介
護
者
又
は
要
支
援
者
（
以
下
「
要
介
護
者
等
」
と
い
う
。
）
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
及
び
要
介
護
者
等
が
そ
の
心
身
の

状
況
等
に
応
じ
適
切
な
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
又
は
特
定
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
（
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
第
一
号
訪
問
事
業
、
同
号
ロ
に
規
定
す
る
第
一
号
通
所
事
業
又
は
同
号
ハ
に
規
定
す
る
第
一
号

生
活
支
援
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
利
用
で
き
る
よ
う
市
町
村
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
、
介
護
保
険
施
設
、
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
、
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
、
特
定
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
を
行
う
者
等
と
の
連
絡
調
整
等
を
行
う
者
で
あ
っ
て
、

要
介
護
者
等
が
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
援
助
に
関
す
る
専
門
的
知
識
及
び
技
術
を
有
す
る
も
の
と
し
て
第
六
十
九
条
の
七
第
一
項
の
介
護
支
援
専
門
員
証
の
交
付

を
受
け
た
も
の
を
い
う
。

第
五
章

介
護
支
援
専
門
員
並
び
に
事
業
者
及
び
施
設

第
一
節

介
護
支
援
専
門
員

第
一
款

登
録
等

（
介
護
支
援
専
門
員
の
登
録
）

第
６
９
条
の
２

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
、
都
道
府
県
知
事
が
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
試
験
（
以
下
「
介
護
支
援
専
門

員
実
務
研
修
受
講
試
験
」
と
い
う
。
）
に
合
格
し
、
か
つ
、
都
道
府
県
知
事
が
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
研
修
（
以
下
「
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
」
と
い
う
。
）

の
課
程
を
修
了
し
た
も
の
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
都
道
府
県
知
事
の
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

二
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

三
こ
の
法
律
そ
の
他
国
民
の
保
健
医
療
若
し
く
は
福
祉
に
関
す
る
法
律
で
政
令
で
定
め
る
も
の
の
規
定
に
よ
り
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を

受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

四
登
録
の
申
請
前
五
年
以
内
に
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
に
関
し
不
正
又
は
著
し
く
不
当
な
行
為
を
し
た
者

五
第
六
十
九
条
の
三
十
八
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
禁
止
の
処
分
を
受
け
、
そ
の
禁
止
の
期
間
中
に
第
六
十
九
条
の
六
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
そ
の
登
録
が
消
除
さ
れ
、
ま
だ
そ
の

期
間
が
経
過
し
な
い
者

六
第
六
十
九
条
の
三
十
九
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
消
除
の
処
分
を
受
け
、
そ
の
処
分
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
者

七
第
六
十
九
条
の
三
十
九
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
消
除
の
処
分
に
係
る
行
政
手
続
法

（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
あ
っ
た
日
か
ら
当
該

処
分
を
す
る
日
又
は
処
分
を
し
な
い
こ
と
を
決
定
す
る
日
ま
で
の
間
に
登
録
の
消
除
の
申
請
を
し
た
者
（
登
録
の
消
除
の
申
請
に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
者
を
除
く
。
）

で
あ
っ
て
、
当
該
登
録
が
消
除
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の

２
前
項
の
登
録
は
、
都
道
府
県
知
事
が
、
介
護
支
援
専
門
員
資
格
登
録
簿
に
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
並
び
に
登
録
番
号
及
び
登
録
年
月
日

を
登
載
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。
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（
介
護
支
援
専
門
員
証
の
交
付
等
）

第
６
９
条
の
７

第
六
十
九
条
の
二
第
一
項
の
登
録
を
受
け
て
い
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
介
護
支
援
専
門
員
証
の
交
付
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
介
護
支
援
専
門
員
証
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事
が
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
研
修
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

第
六
十
九
条
の
二
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
日
か
ら
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
以
内
に
介
護
支
援
専
門
員
証
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
介
護
支
援
専
門
員
証
（
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
介
護
支
援
専
門
員
証
を
除
く
。
）
の
有
効
期
間
は
、
五
年
と
す
る
。

４
介
護
支
援
専
門
員
証
が
交
付
さ
れ
た
後
第
六
十
九
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
登
録
の
移
転
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
介
護
支
援
専
門
員
証
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

５
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
登
録
の
移
転
の
申
請
と
と
も
に
介
護
支
援
専
門
員
証
の
交
付
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
申
請
を
受
け
た
都
道
府
県
知
事
は
、
同
項
の

介
護
支
援
専
門
員
証
の
有
効
期
間
が
経
過
す
る
ま
で
の
期
間
を
有
効
期
間
と
す
る
介
護
支
援
専
門
員
証
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
介
護
支
援
専
門
員
は
、
第
六
十
九
条
の
二
第
一
項
の
登
録
が
消
除
さ
れ
た
と
き
、
又
は
介
護
支
援
専
門
員
証
が
効
力
を
失
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
介
護
支
援
専
門
員
証
を
そ
の

交
付
を
受
け
た
都
道
府
県
知
事
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７
介
護
支
援
専
門
員
は
、
第
六
十
九
条
の
三
十
八
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
禁
止
の
処
分
を
受
け
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
介
護
支
援
専
門
員
証
を
そ
の
交
付
を
受
け
た
都
道
府
県

知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８
前
項
の
規
定
に
よ
り
介
護
支
援
専
門
員
証
の
提
出
を
受
け
た
都
道
府
県
知
事
は
、
同
項
の
禁
止
の
期
間
が
満
了
し
た
場
合
に
お
い
て
そ
の
提
出
者
か
ら
返
還
の
請
求
が
あ
っ
た

と
き
は
、
直
ち
に
、
当
該
介
護
支
援
専
門
員
証
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
介
護
支
援
専
門
員
証
の
有
効
期
間
の
更
新
）

第
６
９
条
の
８

介
護
支
援
専
門
員
証
の
有
効
期
間
は
、
申
請
に
よ
り
更
新
す
る
。

２
介
護
支
援
専
門
員
証
の
有
効
期
間
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事
が
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
研
修
（
以
下
「
更
新
研
修
」
と
い
う
。
）

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
現
に
介
護
支
援
専
門
員
の
業
務
に
従
事
し
て
お
り
、
か
つ
、
更
新
研
修
の
課
程
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
都
道
府
県
知
事
が
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
指
定
す
る
研
修
の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
前
条
第
三
項
の
規
定
は
、
更
新
後
の
介
護
支
援
専
門
員
証
の
有
効
期
間
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
報
告
等
）

第
６
９
条
の
３
８

都
道
府
県
知
事
は
、
介
護
支
援
専
門
員
の
業
務
の
適
正
な
遂
行
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
受
け
て
い
る
介
護
支
援

専
門
員
及
び
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
で
そ
の
業
務
を
行
う
介
護
支
援
専
門
員
に
対
し
、
そ
の
業
務
に
つ
い
て
必
要
な
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
都
道
府
県
知
事
は
、
そ
の
登
録
を
受
け
て
い
る
介
護
支
援
専
門
員
又
は
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
で
そ
の
業
務
を
行
う
介
護
支
援
専
門
員
が
第
六
十
九
条
の
三
十
四
第
一
項
又
は

第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
介
護
支
援
専
門
員
に
対
し
、
必
要
な
指
示
を
し
、
又
は
当
該
都
道
府
県
知
事
の
指
定
す
る
研
修
を
受
け
る
よ
う
命
ず
る

こ
と
が
で
き
る
。

３
都
道
府
県
知
事
は
、
そ
の
登
録
を
受
け
て
い
る
介
護
支
援
専
門
員
又
は
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
で
そ
の
業
務
を
行
う
介
護
支
援
専
門
員
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
又
は
命
令

に
従
わ
な
い
場
合
に
は
、
当
該
介
護
支
援
専
門
員
に
対
し
、
一
年
以
内
の
期
間
を
定
め
て
、
介
護
支
援
専
門
員
と
し
て
業
務
を
行
う
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
都
道
府
県
知
事
は
、
他
の
都
道
府
県
知
事
の
登
録
を
受
け
て
い
る
介
護
支
援
専
門
員
に
対
し
て
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
、
当
該

介
護
支
援
専
門
員
の
登
録
を
し
て
い
る
都
道
府
県
知
事
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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◎
介
護
保
険
法
（
抄
）

第
五
章

介
護

支
援
専

門
員

並
び
に

事
業

者
及
び

施
設

第
四

節
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
者

（
報

告
等

）
第

８
３

条
都

道
府

県
知

事
又

は
市

町
村

長
は

、
必

要
が

あ
る

と
認

め
る

と
き

は
、

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
若

し
く
は

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
で

あ
っ

た
者

若
し

く
は

当
該

指
定

に
係

る
事

業
所

の
従

業
者

で
あ

っ
た

者
（
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

「
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
者

で
あ

っ
た

者
等

」
と

い
う

。
）
に

対
し

、
報

告
若

し
く
は

帳
簿

書
類

の
提

出
若

し
く
は

提
示

を
命

じ
、

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
若

し
く
は

当
該

指
定

に
係

る
事

業
所

の
従

業
者

若
し

く
は

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
で

あ
っ

た
者

等
に

対
し

出
頭

を
求

め
、

又
は

当
該

職
員

に
関

係
者

に
対

し
て

質
問

さ
せ

、
若

し
く
は

当
該

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
の

当
該

指
定

に
係

る
事

業
所

、
事

務
所

そ
の

他
指

定
居

宅
介

護
支

援
の

事
業

に
関

係
の

あ
る

場
所

に
立

ち
入

り
、

そ
の

帳
簿

書
類

そ
の

他
の

物
件

を
検

査
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

。
２

第
二

十
四

条
第

三
項

の
規

定
は

、
前

項
の

規
定

に
よ

る
質

問
又

は
検

査
に

つ
い

て
、

同
条

第
四

項
の

規
定

は
、

前
項

の
規

定
に

よ
る

権
限

に
つ

い
て

準
用

す
る

。

（
勧

告
、

命
令

等
）

第
８

３
条

の
２

都
道

府
県

知
事

は
、

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
が

、
次

の
各

号
に

掲
げ

る
場

合
に

該
当

す
る

と
認

め
る

と
き

は
、

当
該

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
に

対
し

、
期

限
を

定
め

て
、

そ
れ

ぞ
れ

当
該

各
号

に
定

め
る

措
置

を
と

る
べ

き
こ

と
を

勧
告

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
一

当
該

指
定

に
係

る
事

業
所

の
介

護
支

援
専

門
員

の
人

員
に

つ
い

て
第

八
十

一
条

第
一

項
の

都
道

府
県

の
条

例
で

定
め

る
員

数
を

満
た

し
て

い
な

い
場

合
当

該
都

道
府

県
の

条
例

で
定

め
る

員
数

を
満

た
す

こ
と

。
二

第
八

十
一

条
第

二
項

に
規

定
す

る
指

定
居

宅
介

護
支

援
の

事
業

の
運

営
に

関
す

る
基

準
に

従
っ

て
適

正
な

指
定

居
宅

介
護

支
援

の
事

業
の

運
営

を
し

て
い

な
い

場
合

当
該

指
定

居
宅

介
護

支
援

の
事

業
の

運
営

に
関

す
る

基
準

に
従

っ
て

適
正

な
指

定
居

宅
介

護
支

援
の

事
業

の
運

営
を

す
る

こ
と

。
三

第
八

十
一

条
第

五
項

に
規

定
す

る
便

宜
の

提
供

を
適

正
に

行
っ

て
い

な
い

場
合

当
該

便
宜

の
提

供
を

適
正

に
行

う
こ

と
。

２
都

道
府

県
知

事
は

、
前

項
の

規
定

に
よ

る
勧

告
を

し
た

場
合

に
お

い
て

、
そ

の
勧

告
を

受
け

た
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
者

が
同

項
の

期
限

内
に

こ
れ

に
従

わ
な

か
っ

た
と

き
は

、
そ

の
旨

を
公

表
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

３
都

道
府

県
知

事
は

、
第

一
項

の
規

定
に

よ
る

勧
告

を
受

け
た

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
が

、
正

当
な

理
由

が
な

く
て

そ
の

勧
告

に
係

る
措

置
を

と
ら

な
か

っ
た

と
き

は
、

当
該

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
に

対
し

、
期

限
を

定
め

て
、

そ
の

勧
告

に
係

る
措

置
を

と
る

べ
き

こ
と

を
命

ず
る

こ
と

が
で

き
る

。
４

都
道

府
県

知
事

は
、

前
項

の
規

定
に

よ
る

命
令

を
し

た
場

合
に

お
い

て
は

、
そ

の
旨

を
公

示
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
５

市
町

村
は

、
保

険
給

付
に

係
る

指
定

居
宅

介
護

支
援

を
行

っ
た

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
に

つ
い

て
、

第
一

項
各

号
に

掲
げ

る
場

合
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
と

認
め

る
と

き
は

、
そ

の
旨

を
当

該
指

定
に

係
る

事
業

所
の

所
在

地
の

都
道

府
県

知
事

に
通

知
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

※
大

都
市

特
例

に
よ

り
、

指
定

都
市

・
中

核
市

に
は

、
介

護
保

険
法

第
８

３
条

、
第

８
３

条
の

２
及

び
第

８
４

条
の

指
導

権
限

が
あ

る
。

5

「
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
者

」
に

対
す

る
指

導
権

限
に

つ
い

て
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（
指

定
の

取
消

し
等

）
第

８
４

条
都

道
府

県
知

事
は

、
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
者

に
係

る
第

四
十

六
条

第
一

項
の

指
定

を
取

り
消

し
、

又
は

期
間

を
定

め
て

そ
の

指
定

の
全

部
若

し
く
は

一
部

の
効

力
を

停
止

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
一

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
が

、
第

七
十

九
条

第
二

項
第

三
号

の
二

か
ら

第
四

号
の

二
ま

で
、

第
八

号
（
同

項
第

四
号

の
三

に
該

当
す

る
者

の
あ

る
も

の
で

あ
る

と
き

を
除

く
。

）
又

は
第

九
号

（
同

項
第

四
号

の
三

に
該

当
す

る
者

で
あ

る
と

き
を

除
く
。

）
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
に

至
っ

た
と

き
。

二
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
者

が
、

当
該

指
定

に
係

る
事

業
所

の
介

護
支

援
専

門
員

の
人

員
に

つ
い

て
、

第
八

十
一

条
第

一
項

の
都

道
府

県
の

条
例

で
定

め
る

員
数

を
満

た
す

こ
と

が
で

き
な

く
な

っ
た

と
き

。
三

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
が

、
第

八
十

一
条

第
二

項
に

規
定

す
る

指
定

居
宅

介
護

支
援

の
事

業
の

運
営

に
関

す
る

基
準

に
従

っ
て

適
正

な
指

定
居

宅
介

護
支

援
の

事
業

の
運

営
を

す
る

こ
と

が
で

き
な

く
な

っ
た

と
き

。
四

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
が

、
第

八
十

一
条

第
六

項
に

規
定

す
る

義
務

に
違

反
し

た
と

認
め

ら
れ

る
と

き
。

五
第

二
十

八
条

第
五

項
の

規
定

に
よ

り
調

査
の

委
託

を
受

け
た

場
合

に
お

い
て

、
当

該
調

査
の

結
果

に
つ

い
て

虚
偽

の
報

告
を

し
た

と
き

。
六

居
宅

介
護

サ
ー

ビ
ス

計
画

費
の

請
求

に
関

し
不

正
が

あ
っ

た
と

き
。

七
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
者

が
、

第
八

十
三

条
第

一
項

の
規

定
に

よ
り

報
告

又
は

帳
簿

書
類

の
提

出
若

し
く
は

提
示

を
命

ぜ
ら

れ
て

こ
れ

に
従

わ
ず

、
又

は
虚

偽
の

報
告

を
し

た
と

き
。

八
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
者

又
は

当
該

指
定

に
係

る
事

業
所

の
従

業
者

が
、

第
八

十
三

条
第

一
項

の
規

定
に

よ
り

出
頭

を
求

め
ら

れ
て

こ
れ

に
応

ぜ
ず

、
同

項
の

規
定

に
よ

る
質

問
に

対
し

て
答

弁
せ

ず
、

若
し

く
は

虚
偽

の
答

弁
を

し
、

又
は

同
項

の
規

定
に

よ
る

検
査

を
拒

み
、

妨
げ

、
若

し
く
は

忌
避

し
た

と
き

。
た

だ
し

、
当

該
指

定
に

係
る

事
業

所
の

従
業

者
が

そ
の

行
為

を
し

た
場

合
に

お
い

て
、

そ
の

行
為

を
防

止
す

る
た

め
、

当
該

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
が

相
当

の
注

意
及

び
監

督
を

尽
く
し

た
と

き
を

除
く
。

九
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
者

が
、

不
正

の
手

段
に

よ
り

第
四

十
六

条
第

一
項

の
指

定
を

受
け

た
と

き
。

十
前

各
号

に
掲

げ
る

場
合

の
ほ

か
、

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
が

、
こ

の
法

律
そ

の
他

国
民

の
保

健
医

療
若

し
く
は

福
祉

に
関

す
る

法
律

で
政

令
で

定
め

る
も

の
又

は
こ

れ
ら

の
法

律
に

基
づ

く
命

令
若

し
く
は

処
分

に
違

反
し

た
と

き
。

十
一

前
各

号
に

掲
げ

る
場

合
の

ほ
か

、
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
者

が
、

居
宅

サ
ー

ビ
ス

等
に

関
し

不
正

又
は

著
し

く
不

当
な

行
為

を
し

た
と

き
。

十
二

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
の

役
員

等
の

う
ち

に
、

指
定

の
取

消
し

又
は

指
定

の
全

部
若

し
く
は

一
部

の
効

力
の

停
止

を
し

よ
う

と
す

る
と

き
前

五
年

以
内

に
居

宅
サ

ー
ビ

ス
等

に
関

し
不

正
又

は
著

し
く
不

当
な

行
為

を
し

た
者

が
あ

る
と

き
。

２
市

町
村

は
、

保
険

給
付

に
係

る
指

定
居

宅
介

護
支

援
又

は
第

二
十

八
条

第
五

項
の

規
定

に
よ

り
委

託
し

た
調

査
を

行
っ

た
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
者

に
つ

い
て

、
前

項
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
と

認
め

る
と

き
は

、
そ

の
旨

を
当

該
指

定
に

係
る

事
業

所
の

所
在

地
の

都
道

府
県

知
事

に
通

知
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

6
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○
過

疎
地

域
で

は
、

サ
ー

ビ
ス

提
供

の
た

め
の

移
動

に
時

間
が

か
か

り
、

効
率

的
な

サ
ー

ビ
ス

提
供

が
行

え
ず

、
採

算
が

取
れ

な
い

と
い

っ
た

経
営

面
の

課
題

が
あ

る
た

め
、

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
設

置
が

進
ん

で
い

な
い

。
こ

の
た

め
、

過
疎

地
域

に
お

い
て

も
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

開
業

要
件

で
あ

る
看

護
師

等
の

配
置

基
準

（
現

状
で

は
常

勤
換

算
2
.5

人
）

の
緩

和
を

し
て

開
業

を
促

す
。

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
開

業
要

件
の

緩
和

に
つ

い
て

提
案

の
概

要

○
訪

問
看

護
の

確
保

が
著

し
く

困
難

な
離

島
等

の
地

域
（

※
）
で

市
町

村
が

必
要

と
認

め
る

場
合

に
お

い
て

、
現

行
制

度
で

は
、

通
常

の
人

員
基

準
を

満
た

さ
な

く
と

も
サ

ー
ビ

ス
提

供
が

可
能

と
な

っ
て

お
り

､
規

制
緩

和
を

し
な

く
て

も
､
本

提
案

内
容

を
実

現
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

※
離

島
振

興
法

に
よ

り
指

定
さ

れ
た

離
島

振
興

対
策

実
施

地
域

、
奄

美
群

島
振

興
開

発
特

別
措

置
法

に
規

定
す

る
奄

美

群
島

、
山

村
振

興
法

に
よ

り
指

定
さ

れ
た

振
興

山
村

な
ど

○
本

要
望

に
提

示
さ

れ
て

い
る

「
サ

ー
ビ

ス
提

供
の

た
め

の
移

動
に

時
間

が
か

か
り

、
効

率
的

な
サ

ー
ビ

ス
提

供
が

行
う

こ
と

が
で

き
な

い
」

と
い

っ
た

課
題

に
つ

い
て

は
、

移
動

に
掛

か
る

時
間

や
コ

ス
ト

の
削

減
を

見
込

ま
れ

る
サ

テ
ラ

イ
ト

（
※

）
を

設
置

す
る

こ
と

で
、

経
営

状
況

の
改

善
を

図
る

こ
と

が
可

能
と

な
っ

て
い

る
。

厚
生

労
働

省
と

し
て

は
、

サ
テ

ラ
イ

ト
の

設
置

等
に

当
た

っ
て

、
「

地
域

医
療

介
護

総
合

確
保

基
金

」
を

活
用

し
て

開
設

費
用

に
充

当
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

っ
て

い
る

。
※

現
行

制
度

に
お

い
て

も
、

事
業

所
全

体
で

常
勤

換
算

2
.5

人
以

上
の

基
準

を
満

た
し

て
い

れ
ば

、
サ

テ
ラ

イ
ト

を
設

置
し

、
訪

問
看

護
を

提
供

す
る

こ
と

が
可

能

厚
生

労
働

省
と

し
て

の
考

え
方

1
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2

○
さ

ら
に

、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

人
員

基
準

の
緩

和
に

つ
い

て
、

規
制

・
制

度
改

革
に

係
る

対
応

（
平

成
2
3
年

７
月

2
2
日

閣
議

決
定

「
規

制
・

制
度

改
革

に
係

る
追

加
方

針
」

）
を

踏
ま

え
、

東
日

本
大

震
災

の
被

災
地

に
お

い
て

は
、

平
成

2
3
年

４
月

よ
り

常
勤

で
１

人
以

上
に

緩
和

す
る

特
例

措
置

を
講

じ
た

経
緯

が
あ

る
。

○
本

来
、

訪
問

看
護

は
、

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

て
、

基
本

的
に

2
4
時

間
対

応
可

能
な

体
制

を
整

備
す

る
必

要
が

あ
る

。
実

際
に

上
記

の
特

例
措

置
を

利
用

し
た

事
業

所
は

あ
っ

た
も

の
の

、
書

類
の

不
備

や
記

録
の

未
実

施
等

、
看

護
職

員
１

人
で

の
対

応
が

困
難

と
な

り
、

結
果

的
に

常
勤

換
算

2
.5

人
以

上
を

要
件

と
す

る
通

常
の

指
定

を
受

け
る

こ
と

と
な

っ
た

。
こ

う
し

た
被

災
地

で
の

特
例

措
置

の
状

況
を

踏
ま

え
、

社
会

保
障

審
議

会
介

護
給

付
費

分
科

会
に

お
い

て
、

常
勤

換
算

2
.5

人
以

上
の

配
置

を
求

め
る

現
行

の
基

準
を

維
持

す
べ

き
と

の
結

論
（

平
成

2
5
年

３
月

８
日

諮
問

答
申

）
を

得
て

、
被

災
地

に
係

る
特

例
措

置
を

廃
止

し
て

い
る

。

○
よ

っ
て

、
人

員
基

準
を

緩
和

し
た

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

で
は

、
2
4
時

間
対

応
可

能
な

体
制

の
整

備
等

が
困

難
で

あ
り

、
療

養
生

活
に

あ
る

中
重

度
要

介
護

者
の

ニ
ー

ズ
に

対
し

て
、

十
分

な
対

応
が

で
き

な
い

こ
と

か
ら

、
本

提
案

内
容

に
あ

る
基

準
の

緩
和

は
適

切
で

は
な

い
。
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訪
問

看
護

の
概

況
（

利
用

者
数

・
事

業
所

数
）

【
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
数

の
年

次
推

移
】

【
訪

問
看

護
利

用
者

数
の

年
次

推
移

（
千

人
）
】

出
典

：
厚

生
労

働
省

「
介

護
給

付
費

実
態

調
査

」
（
各

年
４

月
審

査
分

）

○
訪

問
看

護
の

利
用

者
数

は
約

3
8
6
.6

千
人

、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
数

は
7
,7

3
9
ヶ

所
（
平

成
2
7
年

4
月

審
査

分
）
。

と
も

に
増

加
傾

向
に

あ
り

、
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
数

に
つ

い
て

は
近

年
の

増
加

が
著

し
い

。

4,
93
0 5

,0
57

 5
,2
30

 5,
35
6 5

,5
24

 5,
57
3  5

,4
79

 5,
49
9 5

,6
07

 5,
71
2 6,

04
9 6,

51
9 7,

09
2 

7,
73
9 
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1,
00
0
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00
0
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00
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00
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00
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00
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H2
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H2
1

H2
2

H2
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H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

（
ヶ

所
）

(※
)平

成
18

年
ま

で
は

「
要

支
援

」
を

、
平

成
19

年
及

び
平

成
20

年
に

お
い

て
は

「
経

過
的

要
介

護
」
を

指
す

。
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高額所得者の収入基準に対する考え方に関するアンケート結果（概要） 
 

１．調査対象 

 公営住宅の事業主体 ： １,６７５団体 

（都道府県 ４７団体、政令指定都市 ２０団体、 

その他市町村 １，６０８団体） 

２．調査期間 

 平成２７年６月５日～６月１９日 

 

３．集計結果 

基準の引下げ ：      ３２団体 

基準の引上げ ：      ３７団体 

基準の据置き ：    ２９６団体 

 不  明  ： １,３１０団体 

 

４．個別意見の概要 

高額所得者の収入基準の設定を条例委任した場合の対応として、 

・現行の基準額が高い 

・地域の実情に合った基準設定が必要 

・入居希望者の入居機会の増加 

といった理由から、高額所得者の収入基準を「引下げたい」とする意見があった。 

一方、 

・高額所得者が引き続き入居できるようにしたい 

・空室が解消され、定住促進にもつながる 

といった理由から、高額所得者の収入基準を「引上げたい」とする意見もあった。 

 

なお、基準を条例委任した場合の懸念点として、次のような意見があった。 

・民間賃貸住宅等の状況によっては、住宅困窮者の増加も考えられる 

・生存権、居住権の保障が地域によって格差が出る 

・近隣市町村で基準が異なるのは問題 

・独自に設定する基準額の明確な説明が困難 

・民間賃貸住宅等もなく、明渡し請求をすることによって人口流出につながる 

 

また、次の理由から、高額所得者の収入基準を「据置くべき」という意見もあった。 

・基準を引下げると、現入居者の家賃負担増につながることから、現行制度の維持を求める 

・基準を独自に定めることは困難 

・現行の基準は妥当な基準である 

・基準を引上げてしまうと、民間賃貸住宅と競合してしまう 

・基準を独自に定めるためには、近隣の市町村との調整が必要になる 

（問）仮に、高額所得者の収入基準の設定を条例委任した場合に、現行収入基準に比べて

どのような対応をする意向か。 
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